
大
戦
後
公
表
さ
れ
し
震
嬰
な
ろ
醗
際
閣
係
吏
料
に
つ
い
て
　
（
大
村
）

第
ナ
七
巷
　
第
二
饒
つ
　
二
七
入

羅

纂

大
戦
後
置
表
さ
れ
し
重
要
な
ろ
國
際
關
係
史
料
に
つ
い
て

大
村
　
作
　
典
　
郎

　
筆
者
は
曾
て
本
誌
第
十
三
巻
第
四
號
に
於
て
、
飼
題
目
の
下
に

」
世
界
大
毛
後
の
公
表
外
交
文
書
の
重
要
な
る
も
の
に
つ
い
て
略
述

す
る
虚
が
あ
っ
た
。
然
る
に
、
其
後
文
書
集
の
公
表
は
愈
々
盛
ん

で
あ
っ
て
、
頗
る
重
要
な
る
も
の
を
多
々
加
へ
る
に
至
っ
た
の
で

以
下
そ
れ
を
述
べ
て
前
稿
を
補
逃
し
た
い
。

　
繭
稿
に
於
て
紹
介
し
た
も
の
は
大
資
糧
の
如
き
も
の
で
、
重
複

の
嫌
ひ
は
あ
る
が
、
蓮
絡
上
上
の
書
名
を
記
し
た
い
。

　
先
づ
、
セ
ラ
エ
ヂ
事
件
後
の
大
戦
勃
獲
直
因
に
慰
す
る
も
の
と

し
て
、
大
戦
直
後
各
國
政
府
よ
り
公
表
さ
れ
し
そ
れ
ん
～
不
完
全

な
る
国
£
。
皆
9
筈
⑦
ポ
次
じ
で
カ
ウ
ツ
キ
4
文
書
集
U
δ
α
。
簿
ω
。
冨
⇒

U
o
巨
彦
。
暮
。
讐
B
、
囚
裡
δ
鴨
鋤
霧
ぴ
毎
。
塩
切
。
鳳
凶
P
一
㊤
一
㊤
・
、
及
び
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
U
乾
○
日
覆
。
・
。
冨
浮
8
霧
〔
牙
冨
薯
顕
く
○
憎
σ
q
Φ
ω
。
軍

。
葺
Φ
α
窃
図
凱
①
σ
Q
Φ
。
。
一
㊤
一
タ
≦
δ
ご
・
一
㊤
一
〇
●
重
い
て
大
戦
前
帯
際
外

交
史
料
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
外
務
省
文
書
集
U
δ
9
0
錺
①
男
。
謹
扁
ハ

〔
諭
『
詞
霞
8
9
，
冴
9
窪
内
9
ぽ
簿
8
一
〇
。
コ
ー
i
曲
り
＝
・
切
。
「
巨
●
配
り
緯
…

一
〇
悼
S
ベ
ル
ギ
イ
外
務
省
文
書
集
切
・
薩
ω
9
①
》
聾
㊦
霧
露
象
〇
一
¢
o
餓

一
巳
＝
．
切
①
銑
昌
・
ち
一
α
．
及
び
N
葺
国
¢
δ
℃
湖
岸
易
①
μ
℃
o
豪
閃
一
㏄
竃

一
一
㊤
一
タ
b
ご
①
隆
鐸
一
顧
O
．
（
田
上
の
二
つ
を
合
併
し
た
も
の
が
U
富

b
づ
Φ
唖
。
・
9
2
U
o
犀
q
ヨ
窪
8
N
罎
く
○
お
①
。
。
〇
三
3
8
9
。
。
宅
Φ
葬
同
凶
農
塗

一
G
。
。
。
α
一
お
算
㊤
切
島
ρ
）
、
ロ
シ
ア
の
イ
ズ
ゴ
・
ル
ス
キ
イ
文
書
d
霧

臼
三
9
富
a
8
7
⑦
も
Q
o
ゴ
鋒
ヨ
・
8
｝
湊
鉱
岡
ω
≦
o
扁
ω
匹
ω
一
ψ
羅
一
一
り
こ
．
b
d
⑦
マ

】
貯
●
一
Φ
譲
●
及
び
φ
鐸
謬
≦
Φ
窯
○
鴎
ご
U
覧
。
ヨ
馨
凶
Φ
鳥
、
婁
§
7

〈　ILoe　）



○
器
睡
⑦
富
戸
評
房
島
。
象
日
①
馨
ω
鳥
①
。
。
鷺
。
匿
く
。
ω
讐
器
。
。
。
．
娼
巴
。
。
．
　
　
録
諺
｝
録
一
Φ
一
。
。
色
お
①
σ
q
鴛
σ
q
曾
風
姿
・
切
o
H
管
」
Φ
一
。
。
・

δ
熱
。
卜
。
i
ト
っ
。
。
●
及
び
b
d
．
ぐ
。
φ
ω
δ
げ
①
属
の
U
乾
。
日
p
欝
畠
⑦
匪
窄

8
塁
葺
。
冨
N
霞
Ω
＄
。
三
〇
ゴ
8
鳥
巽
国
津
0
9
㊦
b
蝕
葬
伽
⑦
吋
く
○
マ
　
　
　
さ
て
其
の
後
公
表
さ
れ
し
重
要
な
る
外
交
文
書
集
と
し
て
は
、

匿
①
σ
Q
馨
疑
¢
切
①
冠
ぎ
．
お
ト
っ
一
・
（
よ
b
完
全
な
る
も
の
が
9
鏡
　
　
　
既
に
公
刊
二
号
中
な
り
し
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
集
が
、
現
在
第

⇔d

D
穿
Φ
巳
。
醍
。
。
盛
豆
○
諺
鉾
一
ω
9
窪
ω
畠
鶏
署
①
。
げ
。
。
3
一
旨
。
。
）
、
更
に
　
　
六
巻
ま
で
出
て
居
る
ご
重
要
な
る
貢
献
と
し
て
は
、
墨
民
間
に
盛

叢
誌
の
形
を
取
っ
て
嚢
表
さ
た
史
料
集
翻
δ
。
。
p
風
跨
鱒
ぼ
く
も
頗
る
　
　
ん
に
論
議
さ
れ
し
一
八
九
八
涯
一
九
〇
一
年
の
英
猫
繍
盟
交
渉
問

重
要
で
、
こ
れ
は
底
ひ
一
路
g
。
i
ゆ
。
。
の
二
＋
四
部
が
九
大
西
洋
史
　
　
題
に
關
す
る
文
書
の
提
供
に
よ
っ
て
」
從
來
○
§
三
訂
9
芭
（
の

研
究
室
に
揃
っ
て
居
る
。
．
但
し
廿
シ
ア
語
で
あ
る
爲
に
其
の
利
用
　
　
み
に
依
っ
た
研
究
を
大
い
に
訂
正
し
、
該
嗣
盟
提
議
は
イ
ギ
リ
ス

は
困
難
で
あ
る
。
勿
論
特
に
重
要
な
る
も
の
は
概
ね
ド
イ
ツ
に
於
　
　
側
よ
り
公
式
に
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
の
主
張
を
生
む
に
至
り

て
紹
介
さ
れ
た
。
オ
…
ス
ト
リ
ァ
よ
り
は
貴
重
な
る
勺
善
養
諺
の
　
　
第
二
巻
（
三
塁
冒
冨
u
①
器
≧
営
づ
8
診
ロ
夢
①
犀
0
9
プ
国
譲
㊦
艮
。
）

U
δ
”
o
疑
零
ゴ
¢
○
⑦
9
首
く
Φ
誘
聲
o
O
警
Φ
霞
鉱
。
｝
で
d
護
鋤
山
霧
一
。
。
刈
。
。
　
　
に
於
て
、
日
英
同
盟
及
び
英
佛
協
商
成
、
立
の
経
過
を
始
め
て
明
か

一
お
囲
戯
●
署
δ
P
一
露
P
フ
ラ
シ
ス
よ
り
は
、
虚
言
嗣
盟
、
俳
佛
協
　
　
な
る
形
に
示
し
、
第
三
巻
（
日
冨
8
①
ぴ
夢
σ
q
9
菖
回
⑦
国
形
①
9
0
お
O
曲

定
、
バ
ル
カ
ン
戦
役
に
塗
す
る
三
個
の
断
書
，
イ
ギ
リ
ス
よ
り
は
　
　
一
の
）
は
モ
ロ
ッ
コ
周
題
に
差
す
る
も
の
で
、
屡
々
論
議
さ
る
≦
英

外
務
省
文
書
集
切
詮
珍
U
o
2
白
9
陣
ω
。
p
．
夢
ρ
○
ユ
σ
Q
隅
霧
9
簿
①
　
　
佛
泌
密
商
議
に
等
し
て
も
若
干
の
史
料
を
提
供
し
て
居
る
。
第
四

≦
響
一
G
。
り
。
。
一
一
9
戯
・
U
o
巳
o
P
鯵
卜
。
の
i
、
最
後
に
、
月
露
南
皇
帝
　
　
巻
（
8
げ
Φ
諺
護
瞬
『
知
霧
ω
鍵
⇒
即
嚢
・
竈
『
o
o
冨
諺
⑦
導
6
0
。
。
一
q
）
は
こ

間
の
交
換
欝
簡
集
撒
種
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
亦
始
め
て
英
露
協
商
交
渉
の
纏
過
を
詳
細
に
知
ら
し
め
た
も
の

　
猫
ほ
、
蔓
質
記
蓮
漏
れ
の
も
の
に
は
、
ロ
シ
ア
の
σ
o
巨
ヨ
曾
　
　
　
で
、
第
五
巻
（
8
げ
Φ
　
窯
①
9
吋
　
日
曜
9
J
o
り
け
　
一
り
O
G
◎
」
り
）
に
棄
っ
て
文
書
鍬
鯵

馨
。
碧
。
。
α
¢
⇔
毎
。
。
匂
・
ぎ
｝
6
⇔
Ω
魯
窪
慈
8
ぼ
く
窪
ω
o
ぞ
簿
。
・
凶
。
げ
討
　
　
　
俄
然
と
し
て
櫓
書
し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
問
題
を
誰
細
に
示
し
、
更
に

　
　
　
　
　
激
職
後
公
、
衷
ざ
れ
し
重
要
な
る
國
際
踊
係
典
料
に
つ
い
て
（
大
村
）
　
　
　
　
第
ナ
七
巷
第
二
號
　
二
七
九
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大
戦
後
公
麦
さ
れ
し
重
要
な
ろ
鰹
、
際
驕
輝
史
料
に
つ
い
て
　
（
大
隠
）
　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
巷
　
錦
二
號
　
　
図
入
○

求
ス
ニ
ア
の
要
事
を
も
扱
っ
て
居
る
。
第
六
巻
（
当
δ
〉
圃
並
？

O
o
§
嘗
目
§
む
・
δ
⇒
一
働
刈
…
騰
）
は
、
大
職
勃
獲
の
主
鵬
の
一
つ
た

る
英
猫
海
軍
問
題
を
、
約
六
百
の
豊
富
な
る
文
書
を
以
て
示
し
た

も
の
で
、
こ
れ
が
研
究
は
頗
る
興
味
深
き
も
の
で
あ
る
。
一
九
｝

二
年
の
．
、
日
｝
6
自
尊
嘗
㊦
鍵
鶏
。
浮
．
．
は
、
9
0
。
・
ω
①
弓
2
憲
自
其
他

の
史
料
を
合
せ
用
ひ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
虚
蝉
に
始
め
て
完
全
に

、
知
り
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
史

學
雅
誌
の
報
ず
る
庭
に
よ
れ
ば
、
最
近
政
治
史
の
世
界
的
構
威
た

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
層
菅
弩
簿
士
が
、
近
く
○
筏
。
巳
⇔
耳

く
霧
…
蔓
剛
お
ω
。
。
よ
り
謬
σ
q
9
鳥
碧
“
夢
Φ
H
緊
Φ
き
。
・
け
凶
。
⇔
巴
剛
9
2

0
；
6
Ω
お
簿
娼
。
≦
①
歩
一
。
。
刈
一
一
紛
り
一
心
．
を
欺
け
に
さ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
鶴
首
も
て
待
つ
べ
き
著
で
あ
る
。
因
み
に
、
イ
ギ
リ
ス

文
書
は
、
既
に
寓
↑
い
葺
N
の
手
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
認

定
の
ド
イ
ツ
繹
が
出
講
て
居
り
、
叉
Ω
δ
。
・
。
・
①
勺
象
鼻
の
披
葦
課

が
国
．
日
・
o
Q
．
U
葺
σ
Q
山
眉
Φ
の
手
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
四
冊

本
と
な
っ
て
出
て
居
る
。

　
次
に
重
要
な
る
は
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
文
書
集
刊
行
の
開
始
で

あ
る
。
こ
の
事
た
る
や
、
既
に
愚
稿
に
於
て
筆
考
が
切
望
し
た
腱

で
あ
る
が
、
今
や
早
く
も
費
現
さ
れ
て
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
無

い
◎
黒
々
、
大
難
繭
外
交
の
關
係
者
の
殆
ん
ど
凡
て
が
、
フ
ラ
ン

ス
現
在
の
政
界
に
有
力
な
る
地
歩
を
占
め
居
る
歌
態
に
於
て
、
客

観
的
な
る
文
書
集
の
公
表
は
頗
る
至
難
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
然

る
に
、
ロ
シ
ア
方
颪
の
露
骨
な
る
文
書
公
表
に
よ
り
、
「
修
正
派
史

家
」
の
活
躍
は
盆
山
旺
盛
と
な
り
、
大
戦
責
任
論
に
於
け
る
フ
ラ

ン
ス
の
立
場
は
次
第
に
不
利
と
成
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
と

し
て
も
こ
れ
が
封
架
上
、
い
つ
迄
も
沈
獣
を
守
り
得
ざ
る
に
至
っ

た
。
斯
く
て
一
九
二
八
年
幅
月
二
十
日
の
法
令
に
よ
り
、
．
．
O
o
ー

ヨ
巳
鼠
8
α
①
弓
二
二
。
銭
9
副
鳥
Φ
。
。
α
0
2
舅
①
艮
ω
お
聾
誇
霊
擁

。
囲
嫁
⇔
2
0
①
貯
O
器
塁
。
（
δ
6
慰
一
一
巴
。
。
、
．
が
組
織
さ
れ
、
多

撒
の
著
名
な
る
史
家
、
義
挙
官
、
外
交
宮
を
其
の
委
員
と
し
、
此

の
委
員
會
の
手
に
よ
り
、
一
九
二
九
年
以
後
文
書
愚
行
の
事
業
が

行
は
れ
る
こ
と
』
な
っ
た
。
文
書
集
は
三
部
に
分
れ
、
第
一
部
は

一
八
七
一
－
一
九
〇
〇
、
第
二
部
は
一
九
〇
マ
i
一
九
一
一
、
第

三
部
は
其
の
後
世
界
大
戦
の
勃
護
に
至
る
。
本
文
書
集
の
公
表
に

封
し
て
は
、
ド
イ
ツ
史
家
の
　
泰
斗
故
跨
U
①
影
5
、
舞
を
し
て
，

大
戦
繭
外
交
の
直
接
閥
係
者
を
多
撒
加
へ
し
委
員
會
の
手
に
よ
る

（　IL）　一2　）



此
の
文
書
公
表
よ
り
何
を
期
待
し
得
べ
き
か
、
と
冷
笑
せ
し
め
た
　
　
秘
密
協
定
に
就
て
は
、
先
の
フ
ラ
ン
ス
黄
書
は
頗
る
僅
少
な
る
史

が
，
委
員
長
た
る
O
冨
幕
蔓
の
序
言
に
よ
れ
ば
、
文
書
の
選
鐸
は
　
　
料
を
提
供
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
，
今
や
始
め
て
其
の
詳
細
が

全
く
歴
史
的
考
慮
の
下
に
の
み
行
は
れ
、
重
要
な
る
謹
糠
の
懸
藪
　
　
世
に
明
か
と
さ
れ
た
。
こ
れ
筆
者
の
大
い
に
期
待
す
る
慮
で
あ
る
。

を
防
ぐ
儒
に
凡
ゆ
る
注
意
を
携
っ
た
由
で
あ
る
。
本
署
の
特
に
、
　
　
　
夏
に
第
三
部
面
二
巻
以
後
は
未
だ
入
手
し
得
な
い
が
，
ボ
ア
ン
カ

・
猫
、
英
の
そ
れ
と
異
る
黙
は
、
問
題
別
に
よ
ら
す
し
て
、
日
附
議
　
　
　
レ
時
代
を
覆
ふ
も
の
で
、
こ
れ
最
も
論
議
多
く
、
ド
イ
ツ
其
の
他

に
文
書
を
載
録
し
た
事
で
、
墨
術
的
見
地
よ
り
し
て
、
後
者
が
よ
り
　
　
の
「
修
正
派
史
家
」
の
攻
撃
頗
る
盛
ん
な
る
時
代
で
あ
る
か
ら
，
第

優
れ
て
居
る
事
は
明
白
で
あ
る
，
故
に
か
の
9
0
。
・
。
・
¢
男
畠
鼻
の
　
三
部
の
完
成
は
、
大
盛
前
外
交
史
研
究
者
の
凡
て
が
大
な
る
希
望

フ
ラ
ン
ス
課
に
二
っ
て
は
、
之
を
日
藤
下
に
改
め
た
さ
う
で
あ
る
　
　
と
緊
張
と
を
以
て
待
つ
居
る
課
で
す
る
。
既
に
跨
●
知
。
。
・
①
⇔
び
Φ
お
の

　
　
　
　
　
　
　
　
！
’

而
か
も
巻
頭
に
そ
れ
ん
、
円
3
δ
筥
窪
6
鰹
ρ
β
o
を
附
し
て
。
．
問
　
　
手
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
認
定
の
ド
イ
ツ
繹
が
作
ら
れ
て
居

題
溺
の
目
録
を
掲
ぴ
て
居
る
の
は
頗
る
親
切
な
る
方
法
で
あ
る
。
　
　
る
事
は
、
今
や
ド
イ
ヅ
史
界
も
此
の
フ
ラ
ン
ス
文
書
公
刊
を
重
覗

文
書
は
勿
論
大
部
分
外
務
省
文
書
館
よ
り
取
ら
れ
た
が
、
陸
海
軍
　
　
し
て
來
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

、
三
省
及
び
植
民
省
の
そ
れ
も
利
用
さ
れ
た
と
云
ふ
。
現
庭
に
於
て
　
　
　
次
に
重
要
な
の
は
、
オ
…
ス
ト
リ
ァ
文
書
集
で
あ
る
。
一
九
二

は
未
だ
、
第
一
部
第
一
巻
、
画
龍
一
巻
、
笛
〃
二
部
紳
弟
一
巻
、
鮒
勇
二
巻
　
　

六
年
四
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
嵩
相
男
p
彦
巴
（
は
、
大
戦
前
史
に
關
す

第
三
部
第
一
巻
、
第
二
巻
、
第
三
巻
が
公
表
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
　
　
る
文
書
の
公
表
を
、
内
。
白
露
。
。
ω
δ
昌
｛
謙
語
器
δ
Ω
。
。
・
。
導
寡
。

な
い
。
但
し
其
の
内
筆
者
の
手
許
に
牽
だ
到
着
し
な
い
の
が
若
干
　
O
。
・
一
霞
魯
ジ
に
依
頼
す
る
事
に
決
し
、
此
の
頗
る
重
要
な
る
事
業

あ
る
。
種
々
な
る
貢
献
は
あ
る
が
、
特
に
、
一
八
七
五
年
の
ボ
イ
　
　
は
直
ち
に
五
月
よ
り
着
手
さ
れ
た
。
オ
…
ス
ト
リ
ァ
外
務
省
文
書

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
問
の
．
．
図
り
δ
σ
q
ム
㌣
繊
。
算
、
、
事
件
を
中
心
と
す
る
　
　
館
に
於
け
る
一
九
〇
八
一
一
九
一
四
年
の
間
の
文
書
は
、
實
に
約

・
爾
國
關
係
に
就
て
は
大
い
に
明
か
に
さ
れ
、
噛
九
〇
二
年
目
佛
伊
　
　
三
十
萬
頁
に
及
び
、
こ
れ
よ
り
重
要
な
る
も
の
を
選
繹
す
る
の
絃

　
　
　
　
　
大
戦
後
公
課
さ
れ
し
重
要
な
ろ
囲
際
關
係
更
料
に
つ
い
て
（
大
村
）
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
こ
號
　
　
二
八
｝

（　123　）



穴
馬
後
公
敵
愚
れ
し
重
器
な
る
鰹
藻
闘
係
吏
麟
に
つ
い
て
（
大
飯
）
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
二
八
二

頗
る
閑
酷
な
る
仕
事
で
あ
る
Q
耽
の
濯
澤
は
率
i
ン
陣
立
文
書
館

長
び
曾
綴
凶
津
づ
⑦
び
ヰ
ー
ン
山
人
餓
甲
庸
教
授
〉
曾
瞬
●
℃
脱
篇
）
『
馨
昌
ど
延
慶
繍
『
三
（
”
及

び
ζ
0
9
謎
σ
Φ
お
費
の
四
人
の
手
に
よ
っ
て
、
分
脅
し
て
行
は
れ
、

其
の
選
繹
ざ
れ
た
丈
書
は
更
に
切
謬
2
q
。
ご
。
邑
護
①
・
に
よ
っ

て
精
細
に
整
理
さ
れ
、
此
身
に
＝
備
一
千
二
百
の
文
書
を
有
す
る

貴
重
な
る
○
ω
窮
鼠
0
7
q
お
。
・
同
霧
》
量
器
唇
良
算
く
○
跡
岱
費

げ
g
駄
ω
島
曾
囚
鳳
器
一
り
O
G
。
げ
一
。
。
藏
ヨ
劉
臨
。
α
q
。
。
窪
ω
ぴ
毎
9
一
り
一
軌
・

叢
Φ
鐸
6
q
。
O
．
O
］
。
コ
α
㊦
．
の
成
立
を
見
る
に
至
っ
た
。
山
九
〇
八
年

以
後
、
所
謂
三
國
協
商
、
三
國
同
盟
封
度
の
緊
張
せ
る
時
代
の
國

際
外
交
に
關
し
、
此
の
詳
細
な
る
文
書
集
が
如
何
に
多
く
を
敏
ゆ

る
か
は
需
を
侠
九
な
い
慮
で
あ
る
。
大
石
前
バ
ル
カ
ン
外
交
史
は

後
壁
の
ロ
シ
ア
文
書
と
網
倹
っ
て
脇
塞
に
始
め
て
其
の
全
裸
身
を

脚
長
に
示
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
の
嚇
九
一
九
年
の
図
。
？

葺
。
げ
公
表
以
來
、
大
戦
當
時
の
外
相
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ド
の
責
任
は

頗
る
重
観
さ
れ
、
大
戦
原
因
論
研
究
の
世
界
的
擁
威
に
し
て
、
比

較
的
凋
歯
茎
に
好
意
を
透
せ
る
ア
メ
リ
カ
の
9
即
司
鍵
教
授
す

ら
、
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ド
の
封
セ
ル
ビ
ア
政
策
を
最
も
非
難
し
た
程
で

あ
る
が
、
本
文
書
集
の
公
表
は
、
彼
に
封
ず
る
苛
艦
な
る
批
判
を

著
十
修
冷
せ
し
め
、
被
の
政
策
を
是
認
す
べ
き
黙
有
り
と
の
主
張

を
見
る
に
至
っ
た
。
本
集
の
公
刊
は
、
勿
論
変
界
に
甚
大
な
る
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
起
し
、
長
言
の
多
く
の
難
風
、
新
聞
が
之
を
紹

介
し
た
が
、
筆
者
の
眼
に
渡
れ
た
の
は
、
鵠
．
d
Φ
び
烏
鷺
ω
げ
。
護
O
さ

U
δ
蜜
8
護
鉱
。
｝
湧
0
7
Φ
≧
瓢
〇
三
）
書
肺
鑑
○
員
（
国
霞
。
姦
凶
。
・
9
0
0
争

。・

氏
w
ぎ
落
．
〉
建
簑
あ
。
。
O
）
及
び
劉
く
8
Ω
戴
。
・
雫
踏
。
簗
2
冒
磐
”
U
9
・
の

α
。
。
8
鐸
。
｛
o
ぼ
。
・
o
｝
お
≧
蒜
魯
三
巴
（
燵
σ
9
象
①
＜
o
お
①
ω
9
矧
霧
Φ
9
雛

宅
⑦
葬
臥
。
鷺
ω
汽
b
ヴ
巴
貯
㊦
属
鍔
9
索
溝
①
博
9
愛
山
お
G
。
O
）
．
で
も
文
書

集
完
成
の
歴
愛
と
そ
の
内
容
の
大
倉
を
蓮
べ
た
も
の
で
あ
る
。
本

籍
を
充
分
利
用
し
た
詳
細
な
る
研
究
は
未
だ
見
な
い
や
う
で
あ
る

が
、
同
の
け
凶
㊦
〈
ρ
U
δ
β
茜
α
象
Φ
9
吋
b
づ
ロ
巳
霧
σ
Q
曾
8
ω
窪
し
慶
嘗

9
7
一
鴇
9
は
本
文
書
に
基
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
の
概
観
の

や
う
で
，
只
今
註
文
中
で
あ
る
。
猴
ほ
、
難
誌
其
の
他
に
於
け
る

研
究
に
就
て
は
、
ご
d
巴
ぽ
2
冒
。
爵
堕
胎
昏
⑦
が
紹
介
し
て
疑
る
が

筆
者
の
見
た
の
は
、
溶
ω
9
壽
巳
①
§
毒
”
O
≧
⇔
霊
夢
Φ
畠
費

bづ

b
ζ
⇔
℃
9
欝
○
。
・
δ
瑳
①
一
〇
7
d
農
賀
多
く
。
昌
一
¢
O
O
。
…
一
⑩
慰
齢
（
φ

ン
8
寓
警
N
・
箏
。
。
O
）
の
み
で
、
審
級
切
●
国
。
o
。
9
諺
平
日
冨
翻
。
暉

ω
巳
聾
諺
髪
負
重
重
9
δ
一
。
。
・
（
憩
ミ
。
既
。
園
。
〈
ε
華
U
8
一
鴇
9

（1簸）



窯
費
。
7
冒
昌
Φ
お
G
。
一
●
）
は
重
要
な
る
研
究
の
如
く
、
入
手
し
た
く
　
　
な
る
一
個
人
の
手
に
よ
り
、
か
な
り
纒
つ
た
セ
ル
ビ
ア
墨
書
集
が

思
つ
く
溜
る
。
但
し
著
考
は
反
猫
懊
の
代
表
的
墨
者
で
あ
っ
て
、
　
　
　
公
表
さ
れ
た
。
彼
は
曾
て
駐
猫
セ
ル
ビ
ア
代
理
公
使
で
あ
っ
た
人

大
戦
の
直
近
を
詳
論
せ
る
最
近
の
精
興
な
る
著
日
冨
O
o
邑
轟
　
　
　
物
で
，
大
鑑
責
任
論
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
、
親
猫
的
傾
向
を

9
夢
。
ノ
く
貧
一
㊤
鼠
・
客
●
く
．
一
〇
G
。
9
は
、
豊
富
な
る
最
新
文
書
i
　
　
　
か
な
り
強
く
有
し
て
居
た
。
既
に
一
九
一
九
年
越
、
瞬
臨
紹
雪
誘
讐

そ
れ
は
多
く
、
猫
填
に
有
利
で
あ
っ
た
が
ー
ー
の
試
練
を
経
て
、
猫
　
　
9
0
7
N
鈴
簿
罫
（
十
型
も
有
り
）
を
公
け
に
し
て
、
若
干
の
秘
密
文

ほ
且
つ
反
叢
々
的
虫
張
を
乾
け
に
し
た
、
十
二
年
間
の
研
究
の
結
　
　
書
を
公
表
し
、
バ
ル
カ
ン
に
於
け
る
ロ
シ
ア
及
び
セ
ル
ビ
ア
の
策

晶
で
あ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
度
の
男
巴
冨
興
津
剛
N
①
を
受
け
た
も
　
　
動
を
暴
露
す
る
塵
が
あ
っ
た
が
、
最
近
、
霞
己
の
手
中
に
在
る
豊

の
で
あ
る
。
其
の
主
張
の
是
非
は
と
も
角
、
自
己
の
意
見
に
忠
實
　
　
富
な
る
文
書
を
蒐
集
し
て
世
に
公
け
に
し
た
。
こ
れ
が
U
δ
碧
。
。
聰

な
る
勇
敢
な
態
度
は
好
ま
し
い
。
勿
論
ド
イ
ツ
の
寓
㌶
鷺
。
馨
，
　
　
三
巴
σ
Q
①
男
。
ま
犀
ω
o
皆
一
①
房
一
Φ
8
1
δ
罫
切
窪
凶
巨
一
Φ
悼
。
。
一
。
。
9

σQ

ｳ
霧
は
敢
然
超
っ
て
之
に
慮
じ
、
帽
δ
h
霧
。
。
9
ヒ
ご
曾
図
・
ω
o
プ
含
窪
　
　
　
G
。
翻
Ω
¢
で
あ
る
。
第
一
巻
が
本
拠
の
文
書
集
で
、
Ω
o
冨
冒
⇔
犀
露

楚
げ
禽
鳥
。
け
d
話
鷲
毒
σ
脅
α
＄
均
の
一
三
鼠
①
σ
q
Φ
幹
（
ヒ
d
・
冒
・
冒
辞
冒
一
評
　
　
　
鑓
ω
。
・
巽
蕩
。
。
o
｝
回
①
炉
跨
円
｝
牙
9
と
記
さ
れ
、
四
百
絵
の
秘
密
文
書
を

跨
β
讐
ω
け
一
〇
〇
。
一
）
を
著
は
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
酒
醤
に
反
蓋
し
た
。
因
　
　
　
牧
め
て
居
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
，
大
量
前
に
於
け
る
セ
ル
ビ
ア
の

み
に
，
似
土
の
オ
ー
ズ
ト
リ
ア
文
書
は
、
近
く
九
大
綴
書
館
に
於
　
　
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
封
ず
る
陰
謀
、
之
を
急
く
る
協
商
諸
國
の
策
動

て
購
入
し
て
貰
へ
る
筈
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
明
か
と
さ
れ
、
大
職
旧
任
論
に
於
け
る
ド
イ
ツ
史
家
の
活
動
に

　
次
に
セ
ル
ビ
ア
の
文
書
集
で
あ
る
。
セ
ル
ビ
ア
政
府
は
、
大
戦
　
　
夏
に
優
れ
た
る
材
料
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
漱
迎
さ
れ
た
の
で

の
直
接
京
、
見
た
る
セ
ラ
エ
ヂ
問
題
に
重
大
な
る
責
任
あ
る
こ
と
、
　
　
あ
る
。
第
二
巻
は
U
量
。
暴
騎
。
匿
○
魯
⑦
巨
鋤
r
仲
窪
①
墓
笙
の
ω
禦

次
第
に
明
か
と
な
り
來
つ
た
に
樹
ら
す
、
依
然
と
し
て
其
の
文
書
　
　
o
審
ジ
営
。
纂
窪
①
α
q
器
。
冨
ゆ
毒
α
。
。
o
謬
巴
瞬
窪
貯
。
置
く
①
⇔
・
と
記
さ

館
の
扉
を
開
か
な
か
っ
た
。
然
る
に
最
近
筈
・
b
d
磯
げ
諺
筈
⑦
鼠
警
げ
　
　
れ
，
全
部
既
述
の
魏
の
文
書
集
よ
り
抜
覆
し
た
も
の
で
あ
る
。
纂

　
　
　
　
　
大
職
工
公
義
ぎ
れ
し
重
要
な
ろ
騨
際
醗
係
更
料
に
つ
い
て
（
大
村
）
　
　
　
　
　
　
第
十
七
磐
、
第
ご
號
　
　
二
入
三

（1［5）



　
　
　
　
　
大
当
後
公
表
さ
れ
し
重
要
な
ろ
醗
際
闘
課
史
料
に
つ
い
て

三
巻
は
転
　
ω
2
瓢
軽
量
壼
鳥
曾
≦
。
三
星
一
幕
な
る
題
冒
の
下
に
、

大
戦
勃
獲
に
謝
す
る
セ
ル
ビ
ア
の
責
任
を
論
ぜ
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
〃
治
史
の
一
熾
鴨
翌
日
げ
⑦
○
（
ざ
憎
く
9
回
ω
O
脇
｝
6
ω
】
受
は

以
上
の
セ
ル
ビ
ア
文
書
集
を
批
評
し
て
、
吾
人
は
此
の
著
作
を
、

何
等
の
誇
張
な
し
に
彰
8
弩
δ
⇒
琶
と
潔
し
得
、
．
．
…
…
…
匿
。
。

毛
。
爵
切
○
σ
窺
窪
齢
ω
o
｝
拓
鼠
錺
。
｝
日
げ
ω
琶
祥
巳
一
二
器
＝
屡
似
9
8
色
蛸
守

出
①
賃
昌
鋤
艮
①
O
霧
ぴ
手
解
】
）
O
蝉
臼
6
①
馨
ρ
。
。
O
唱
導
鐸
ζ
げ
。
団
飯
ぴ
P
お
降
く
『
讐

ξ
げ
Φ
冨
蕾
σ
Φ
信
匿
α
H
o
魅
（
①
汐
①
昌
げ
o
o
ぼ
9
。
σ
q
魯
鳥
Φ
昌
U
o
巳
（
一
臼
廷

ジ
臼
簿
時
ω
け
①
ぼ
言
α
費
ぼ
。
っ
δ
同
謎
O
プ
Φ
昌
図
邑
δ
窃
澤
曾
9
心
門
◎
9
」
嵩
置
口
α
N
娼
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

σQ

窒
R
①
汐
窪
α
母
9
窪
ψ
〈
①
轟
。
。
鴇
9
留
書
。
σ
q
≦
鉱
。
・
2
一
二
α
禽

因
瀞
鵯
。
。
o
プ
巳
象
鈷
鴨
φ
、
い
此
等
三
巻
を
注
意
も
て
讃
み
し
入
は
何
人

も
、
セ
ル
ビ
ア
に
謝
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
罪
を
信
じ
得
ざ
る
べ

し
、
何
人
も
、
戦
を
欲
せ
し
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
國
に
醒
す
し
て

セ
ル
ビ
プ
及
び
其
の
背
後
の
協
商
國
及
び
イ
タ
リ
ア
な
り
し
事
を

承
認
す
る
に
至
ら
ん
、
と
述
べ
て
居
る
。
以
て
本
文
書
の
重
要
牲

を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
極
め
て
最
近
更
に
量
る
重
要
な
る
公
表
を
見
る
に
至

っ
た
。
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
の
文
書
集
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。

（
大
杖
）
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
八
四

　
　
　
ソ
ギ
エ
ッ
｝
敦
梅
の
手
に
よ
り
、
或
は
他
の
方
法
に
よ
っ
て
、

　
　
ロ
シ
ア
の
泌
密
外
交
文
書
は
齪
に
か
な
の
豊
富
に
公
け
に
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
か
、
其
の
公
表
が
噸
る
非
組
織
的
、
且
つ
分
散
的
で
あ

っ
た
の
は
大
い
に
遣
憾
と
す
る
虚
で
あ
っ
た
。
然
る
に
最
近
の
報

道
は
此
の
購
に
乱
し
て
召
入
に
大
な
る
喜
び
を
與
へ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
翫
に
一
九
二
八
年
に
決
定
さ
れ
て
居
た
、
大
戦
離
ロ

シ
ア
文
書
の
系
続
的
な
る
公
表
が
愈
々
本
年
其
の
事
業
を
開
始
す

る
に
至
っ
た
事
で
あ
る
。
此
の
公
表
は
、
ド
イ
ツ
の
出
版
會
杜
と

の
協
定
が
成
立
し
て
、
ロ
シ
ア
の
原
本
と
ド
イ
ツ
課
と
を
同
時
に

公
刊
す
る
事
と
な
り
、
ジ
イ
ッ
課
に
於
て
は
、
完
全
な
る
逐
字
課

を
爲
す
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
居
る
。
該
協
定
は
、
他
の
國
に
於
け

る
如
何
な
る
種
類
の
羅
課
を
も
嚴
遅
し
て
居
る
。
ロ
シ
ア
の
原
本

に
於
て
は
、
唯
物
史
槻
的
史
學
者
と
し
て
名
あ
る
累
p
勺
。
ご
？

≦
ω
冠
教
授
を
圭
宰
者
と
し
、
ド
イ
ツ
澤
に
於
て
は
、
○
．
鵠
0
9
、

N
の
象
が
獲
行
者
と
な
っ
て
居
る
。
U
δ
凶
昌
8
諺
蝕
。
雲
叢
郎
切
雲
圃
？

げ
償
薦
窪
凶
彦
N
①
｛
琶
8
目
自
①
。
。
H
影
b
豊
巴
ご
同
回
蕊
、
U
o
犀
讐
昼
Φ
導
①
髭
。
。

鳥
曾
諺
邑
乾
く
窪
9
「
N
霞
凶
ω
o
プ
窪
質
⇔
α
9
二
属
○
ぐ
尻
。
猛
。
。
9
2
労
？

讐
巽
巷
購
が
1
3
イ
ッ
鐸
の
題
目
で
あ
る
。
内
容
の
詳
細
は
未
だ
明
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か
で
な
い
が
、
翫
に
第
一
部
（
蝋
九
一
四
年
一
月
よ
り
大
戦
勃
畿
　
　
み
を
選
平
す
る
や
う
な
事
は
な
か
ら
う
か
を
心
配
す
る
程
で
あ

に
至
る
、
全
五
巻
）
の
第
一
巻
（
一
月
十
四
日
よ
り
三
月
十
三
日
）
　
　
る
、
と
に
角
、
本
文
書
集
完
成
の
嶢
に
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
侵
略

が
公
刊
さ
れ
、
全
艦
と
し
て
は
一
八
七
八
年
以
後
を
覆
ふ
も
の
為
　
　
的
、
帝
國
主
義
的
野
心
、
延
い
て
は
協
商
等
張
の
策
動
を
徹
底
的

如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
未
だ
疑
問
で
あ
る
。
筆
者
が
此
の
ロ
シ
　
　
に
暴
露
し
、
英
彿
の
政
治
家
を
し
て
愕
然
色
を
失
は
し
む
る
や
う

ア
文
書
集
を
最
大
級
の
期
待
を
以
て
望
む
所
以
は
二
つ
あ
る
。
先
　
　
な
材
料
が
多
々
臨
現
す
る
も
の
と
信
ず
る
。
頗
る
痛
快
な
る
話
で
、

づ
第
一
に
此
の
文
書
集
が
唯
物
史
槻
的
見
地
の
下
に
編
纂
さ
れ
た
　
　
「
修
正
派
逆
家
」
の
活
動
は
、
賂
に
一
大
飛
躍
期
に
入
ら
ん
と
し
て

こ
と
で
あ
る
つ
こ
れ
は
娼
。
貯
。
蓄
算
跨
器
α
⑦
μ
σ
Q
①
α
一
毫
魚
曾
　
　
　
居
る
。
本
書
は
今
註
文
中
で
あ
る
か
ら
、
早
晩
入
手
し
得
る
を
樂

≡
ω
珍
。
げ
窪
諺
8
三
お
鼻
（
］
W
●
寓
．
ワ
州
○
く
●
　
一
㊤
G
◎
O
）
に
覧
て
述
べ
ら
れ
　
　
ん
で
居
る
。

居
る
慮
で
あ
る
。
第
二
は
．
ソ
ギ
エ
ッ
ト
政
府
の
公
表
な
る
以
上
　
　
　
次
に
イ
タ
リ
ア
が
、
文
書
公
表
の
殿
り
を
勤
め
る
事
と
な
つ

其
塵
に
帝
政
ロ
シ
ア
に
謝
し
て
何
等
の
湛
慮
の
存
し
な
い
事
で
あ
　
　
た
。
元
來
イ
タ
リ
ア
は
、
其
の
政
家
の
備
忘
録
の
公
表
に
於
て
も

る
。
他
の
文
書
集
が
多
く
、
其
の
公
表
の
動
機
を
自
國
辮
護
に
置
　
　
最
も
僅
少
な
國
で
、
此
の
織
大
い
に
慧
憾
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が

い
て
居
る
に
反
し
、
此
の
ロ
シ
ア
の
も
の
は
全
く
巡
警
で
あ
る
。
　
　
漸
く
最
近
に
至
り
、
其
の
外
交
文
書
の
公
表
を
行
ふ
豫
定
な
り
と

帝
政
ロ
シ
ア
を
非
難
し
、
攻
撃
す
る
材
料
の
多
け
れ
ば
良
い
だ
け
　
　
　
聞
く
。
ア
メ
リ
カ
の
載
量
雑
誌
の
報
ず
る
塵
に
よ
れ
ば
、
階
代
を

更
に
大
寸
前
列
強
の
帝
王
主
義
的
侵
略
政
策
を
悪
し
襟
に
云
ひ
得
　
　
一
八
六
一
一
一
九
一
五
年
に
取
っ
て
居
る
が
、
一
八
六
一
年
か
ら

れ
ば
そ
れ
だ
け
、
ソ
ギ
エ
ッ
ト
と
政
府
と
し
て
有
利
な
の
で
あ
　
　
始
め
た
の
は
、
此
の
種
文
書
集
中
唯
一
で
あ
っ
て
、
特
に
吾
人
の

る
。
故
に
此
の
文
書
集
が
、
何
等
の
陰
藪
な
く
、
如
何
に
暴
露
的
　
　
興
味
を
引
く
鮎
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
統
一
史
の
研
究
に
新
た

な
る
べ
き
か
は
察
す
る
に
難
く
な
い
。
吾
人
は
寧
ろ
、
餓
り
に
正
　
　
な
る
貢
献
を
爲
す
べ
き
事
で
あ
る
。
書
名
は
、
U
o
露
彰
Φ
黒
向

直
過
ぎ
て
」
他
の
國
と
は
逆
に
帝
政
ロ
シ
ア
に
不
利
な
る
材
料
の
　
　
内
覧
9
墨
甑
鼠
。
。
色
9
℃
o
謹
。
p
・
伽
ω
け
③
茜
O
巴
H
邑
β
α
勉
貯
8
⇔
。
・
鉱
亭

　
　
　
　
　
劇
職
後
公
表
さ
れ
し
露
要
な
ろ
國
際
醐
係
更
料
に
つ
い
て
（
大
村
）
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
鍬
入
五
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大
戦
後
軸
壁
さ
れ
し
重
要
な
る
鶴
際
聡
係
更
料
に
つ
い
て

N
♂
口
程
鮎
園
£
8
匙
勲
ぴ
q
得
碁
鑓
○
巳
Σ
。
．
公
刊
の
礎
は
勿
論
、

経
費
の
い
つ
れ
か
で
醸
聴
し
て
呉
れ
る
事
と
は
思
ふ
が
，
と
に
角

イ
タ
リ
ア
語
の
勉
強
に
掛
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羅
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
、
諸
國
の
文
書
集
の
内
容
を
比
較
す
る
と
次
の
如

き
も
の
と
な
る
。

　
　
　
　
　
暗
　
　
代

榊
「
　
　
》
4
　
　
ウ
’
　
　
一
八
七
一
一
一
九
一
闘

、
イ
ギ
リ
メ
　
　
天
九
八
一
一
空
風

フ
ラ
ン
ス
X
当
一
晃
颪

ナ
ー
ス
｝
リ
ア
晃
O
八
i
晃
一
四

・
・
ア
ヌ
七
↑
踏

イ
タ
リ
ア
」
八
さ
i
充
銭

ベ
　
ル
ギ
イ
　
　
天
八
瓢
一
一
空
四

セ
ル
ビ
ア
晃
〇
三
－
晃
茜

巻
　
撒
　
丈
書
撒
獲
行
年
丈
書
採
錐
法

　
十
巷
珊＋
四
燈
巽
八
九
垂
〒
毛
問
題
瑚

＋
暮
（
　
　
　
　
晃
四
二
七
巻
ニ
テ
）
奏
…
問
題
刷

纐
毒
（
　
　
三
雲
四
巻
ニ
テ
）
晃
二
九
i
日
誌

九
約
＝
き
O
萎
δ
日
附
順

　
　
　
　
　
　
　
晃
盃
及
死
晃

九
　
糞
（
併
合
版
2
九
霊
）
日
膿

三
　
　
　
　
　
四
一
七
　
　
晃
二
八
－
三
〇
日
附
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
來
ノ
　
…
守
門
　
テ
）

　
…
以
上
を
通
魔
す
る
に
、
世
界
大
戦
終
了
後
僅
か
十
二
年
鯨
を
経

、
愚
す
る
に
、
過
ぎ
な
い
今
日
．
翫
に
上
述
の
如
く
、
關
係
諸
國
の
殆

ん
ど
凡
て
よ
り
、
系
統
的
な
外
務
省
葉
書
集
の
公
刊
を
見
る
に
至

っ
た
の
は
、
世
界
大
義
原
因
の
探
究
に
封
ず
る
甚
大
な
る
下
心
を

（
大
轡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
工
レ
七
巻
　
第
二
號
　
　
　
二
八
六

明
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
歴
史
上
の
一
個
の
闘
題
、
或
は
哺
個

の
時
代
に
關
し
て
、
斯
く
も
短
歳
月
に
、
漸
く
も
豊
冨
に
、
秘
密

史
料
の
公
表
さ
れ
し
事
は
、
西
洋
史
墨
上
帝
だ
曾
て
見
な
い
、
誠

に
一
大
肝
踊
慨
で
あ
．
る
。
欲
心
を
云
へ
ば
限
り
。
か
な
い
り
匹
尤
。
つ
此
の
程

度
の
公
表
を
獄
て
、
満
足
な
る
あ
の
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
て
、
史
料
が
完
全
に
轟
現
し
た
以
上
、
今
後
の
問
題
と
な

る
べ
き
は
其
の
利
用
の
黙
で
あ
る
。
勿
論
、
礎
來
多
撒
の
學
者
が

上
蓮
の
文
書
を
多
く
利
用
し
、
其
の
研
究
文
献
は
纂
け
て
撒
ふ
る

に
暇
な
き
程
で
あ
る
。
然
し
、
惜
む
ら
く
は
其
の
研
究
は
多
く
、

個
々
の
闇
題
に
限
ら
れ
て
居
た
。
垂
艦
的
な
る
署
強
で
あ
る
場
合

に
は
、
文
書
の
利
用
が
充
分
で
な
い
。
勿
論
ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
に

關
し
て
、
故
蟹
菊
8
ζ
鋤
三
教
授
の
残
し
た
業
蹟
U
o
緊
ω
〇
三
§
二

賃
づ
α
島
Φ
ぞ
①
葺
）
o
薮
障
一
G
。
刈
一
－
一
⑩
憲
．
切
畠
・
H
も
Q
ε
鐸
0
9
碧
計
H
8
Q
。
●

の
如
き
は
、
他
の
凡
て
の
史
料
と
共
に
ρ
8
ω
o
男
9
鼻
の
最
初

六
総
を
殆
ん
ど
湿
す
所
な
く
利
用
し
た
、
勢
多
大
な
る
著
述
で
あ

っ
て
、
よ
し
や
著
者
の
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
策
に
蜀
す
る
根
本
的
錯

壁
が
存
す
る
に
せ
よ
、
其
の
飽
く
な
き
研
究
慾
に
癖
人
は
多
大
の

奪
敬
を
彿
ひ
、
此
の
事
業
が
第
一
巻
の
み
を
以
て
未
完
成
に
終
つ

（　ILiS　）



た
事
を
筆
者
は
深
く
慧
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
ビ
ス
マ

ル
ク
時
代
は
未
だ
史
料
も
比
較
的
少
い
。
若
し
上
蓮
の
菊
8
謀
騨
露

の
著
の
程
度
に
史
料
を
利
用
、
引
用
し
て
、
大
農
に
至
る
外
交
史

を
作
略
ん
と
涌
せ
ば
、
其
の
伽
何
に
彪
大
な
る
も
の
に
な
る
か
は

想
像
す
ら
も
許
さ
れ
な
い
程
で
あ
る
。
こ
れ
凶
個
人
の
手
の
到
底

爲
し
得
る
慮
で
は
な
い
。
又
一
個
入
で
は
、
そ
れ
が
憩
で
な
い
以

上
、
如
何
に
し
て
も
、
其
の
國
民
的
偏
見
よ
り
脱
し
得
な
い
。

　
斯
く
て
筆
者
は
、
史
界
未
曾
有
に
豊
富
に
提
供
さ
れ
た
此
の
史

料
を
利
用
し
て
、
鳳
個
の
完
全
な
る
大
上
前
國
際
外
交
史
を
成
立

せ
し
む
る
手
段
と
し
て
は
、
國
際
的
協
調
の
力
を
倹
つ
の
外
は
な

い
と
、
常
に
信
じ
て
居
る
。
上
蓮
の
文
書
集
、
こ
れ
に
加
ふ
る
に

無
鍬
の
備
忘
録
一
こ
れ
ら
を
完
全
に
利
用
し
て
、
始
め
て
其
の

全
き
優
値
を
示
す
の
で
あ
る
。
此
の
爲
に
は
、
各
國
に
於
け
る
薯

名
な
る
政
治
外
交
史
家
を
集
め
、
之
を
以
て
一
個
の
國
際
委
員
會

を
形
成
し
、
魯
委
員
そ
れ
ん
＼
得
意
の
部
門
を
分
憺
し
て
、
こ
れ

に
關
す
る
既
幽
現
の
史
料
を
遍
く
利
用
し
て
、
詳
細
な
る
國
際
史

を
編
纂
す
べ
き
で
あ
る
。

勿
論
此
の
事
た
る
や
、
輩
に
筆
者
の
室
想
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
Q

　
　
　
　
　
大
戦
後
公
表
さ
れ
し
重
要
な
る
國
際
關
係
吏
料
に
つ
い
て
二
村
）

其
の
費
用
の
莫
大
な
る
、
食
立
學
者
の
協
調
的
研
究
の
困
難
な
る

先
づ
永
久
に
室
想
で
終
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
，
此
の
室
想
を

實
現
す
る
時
に
於
て
，
始
め
て
豊
富
な
る
文
書
公
表
の
暴
騰
が
輝

く
の
で
あ
る
。
文
書
が
幾
十
萬
出
や
う
と
も
、
そ
れ
が
輩
に
個
々

の
問
題
に
噺
片
的
に
利
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
、
誠
に
惜

し
い
も
の
で
あ
る
。

　
完
全
、
詳
細
な
る
大
戦
淫
雨
際
外
交
史
の
成
立
の
爲
に
、
國
際

的
史
學
者
の
協
調
と
云
ふ
，
筆
者
の
夢
想
が
い
っ
か
、
よ
し
や
そ

れ
に
近
い
形
に
於
て
な
り
と
も
實
現
さ
れ
ん
事
を
切
望
す
る
。

第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
一
　
入
七
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